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「

我
も
固
よ
り
臣
な
れ
ば
、
人
も
亦
臣
な
れ
ば
、
同
物
又
同
体
の
論
な
れ
ば 

論
な
し
、.論
な
け
れ
ば
止
み
が
た
く
、
日
本
に
生
，を
禀
た
る
者
、
誰
か
国
家
の
，
 

為
を
思
ひ
計
ら
ざ
ら
ん
、
国
家
の
為
に
悪
き
を
悦
び
鶉
き
を
憎
ん
や
、
お
れ
ば 

善
事
は
俱
に
扶
け
脱
び
、
惡
事
は
俱
に
避
け
憎
む
べ
き
は
、
'固
よ
り
日
本
に
生 

を
禀
た
る
身
の..持
参
.也
丨
：」(

経
世
秘
策
上)

.
を
も
っ
て
は
じ.ま
る
—|
経
世
秘 

策
|—
,(

宽
政
年
間
> 
ー
：
七<
九
丨」

.八

〇

〇

.-€
>■
著

作

で

あ

る

 
>
'
の
著
者
本
多 

(

本

-6
利

明(

延
享
元
年
丨
文
政
：四
年•
-一
七
四
、
四

—

一
.
：
八

1.1.1

、

阿

部

真

琴 

厌
の
研
究
に
よ
れ
ば

I.

七
四
三
丨
一
，
八
一

i

o
が
利
明
の
生
.存
年
來
と
し
て
：ほ
ぼ̂ 

.
_
実
で
あ
る
上
い
ぅ)

は
、
_そ
の
生
き
.た
時
代
が
鎖
国
に
よ
り
海
外'>
の
交
渉 

.が
思
ぅ
に
ま
か
せ
ず
、，
.国
内
的
に
は
多
数.の
'雜
に
分
割
さ
れ
、
.身
分
的
に
も
厳 

重

に

士

農

エ

商

の

階

層

区

分

，が

保

た

れ

た

：社

会

に

'し

て

、
.
都

一

的

な

.「

国

家」 

乃

至r

民

族

：
J

i
い
i

思

識

が

鼻

的.に
，
形

成

さ

れ

る

に

至

ら

な

い

時

で

あ

：
っ 

大
に
も
か- ^

ゎ
.

ら̂

右
に
引
用.

し
た
ジJ

と
ベ
、
お
ど
ろ
く
ベ
.
^
啓
蒙
的
た
思
想

を
懐
い
.
て
い
た
思
想
家
で
あ
，っ
た
。
利
明
は
誠
に
鋭
.い
洞
察
力
を
も
っ
て
、
そ 

の
時
代
の
事
物
、
国
内
社
会
経
済
事
情
、
さ
ら
に
当
時
の
国
際
事
情
を
看
破
し
、
 

■そ
の
視
野
.は
極
め
て
広
く
、
，合
理
的
、
科
学
的
で
あ
り
、
そ
の
懐
く
思
想
の
構 

想
は
進
取
的
、
発
展
的
で
あ
り
、
そ
の
主
張
す
る
政
策
は
規
模
広
大
に
し
て
し 

か
も
具
体
性
を
有
し
、
時
流
，を
は
.
る
か
に
抜
く
も
の
で
あ
っ
.
た
点
に
お
い
て
、
 

近
世
社
会
経
済
思
想
史
上
極
め
'て
重
要
な
る
位
置
を
占
め
、
特
異
な
る
#

^

で
，
 

あ

？.た
。
そ
れ
故
に
、
A
r
日
ま
で
、
多
く
の
先
覚
諸
氏
の
研
究
の
対
象
と
^

り
、
 

.
す
で
に
利
明
の
諸
思
想
に
関
す
る
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
、
1

の
著
作
の
#
在 

も
ほ
ぽ
あ
き
ら
か
に
な
•
り
、

运
記
も
又
着
々
：と
：明
白
に
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
？

、 

■ 

■ 

.

.
c

't

三)

，

V
、

そ
の
全
貌
が
ほ
と
ふ
ど
知
ら
れ
：る
に
至
っ
た
の
で
お
る
。

'
.
：

;

U

ヒ
の
小
論
に
お
い
て
、

,

再
び
利
明
を
狙

.

上
に
取
り
上
げ
、
，
論
ず
る
所
以
の
も 

_

の
'

は
、
先
覚.

の
研
究
に
あ
ら
た
な
る
も
の
を
敢
て
加
え
ん

4

す
る
野
望
ょ
り
出 

る
成
の
で
は^

く
、
.
筆
者
肖
赛
世
社
会
滋
済
證
の
展
開
を
研
究
し
う
つ
あ 

る
途
上
、
：利
明
の
占
め
る
地
位

.

と
.

、
そ
の

篇

な

る

思

想

に

、
多
大
の
関
心
を 

寄
せ
”
筆
者
な
り
に
利
明
め
遷
を
整
理
し
ぐ
そ
の
濃
政
論
の
广
侧
面
に
焦
点

.

.
V 

•
-
.
r 

- 

^
 

.
て 

o

i)

v

本
多
利
明
の
農
政
論
.



を
あ
わ
せ
、
.利
明
の
全
思
想
体
系
解
明
の
端
緒
を
つ
か
み
た
い
こ
上
に
外
な
ら 

な
い
0

.
と
く
に
、
利
明
が
彼
の
全
思
想
体
深
を
形
成
す
る
そ
の
前
提
と
し
て
、
 

そ
の
時
代
の
農
業
"

農
民
事
情
を
喔
的
.に
把
握
し
、
そ
の
特
珠
な
事
情
の
発 

生
す
る
根
源
へ
.の
鋭
い
洞
察
、
，さ
ら
に
貧
困
丨
悪
ょ
り
の
救
済
1

念
願
と
す
る 

利
明
の
諸
政
策
へ
の
展
開
を
中
心
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
塌
合
、
fi

明 

が
関
東
及
び
関
東
以
北
の
諸
地
方
と
、-
:醫

汲

び

そ

れ

？
南
の
諸
地
方
と
の
.農 

の
差
異
に
法
目
し
、
そ
の
構
造
的
特
質
を
科
学
的
に
解
明
せ
ん
と
し
た 

意
図
に
法
意
す
る
こ
と
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
関
東
及
び
関
東
以
北
地
方
と
総 

称
さ
れ
る
地
帯
の
農
議
造
を
明
白
に
し
う
る

一つの
方
法
と
も
な
り
う
る
か 

と

親

、，、：利
明
の
農
政
論
、
そ
の
土
台
と
し
て
の
現
実
の
農i

F
-

農
村
の
認
識 

ょ
り
経
世
§

論
、
海
外
発
展
論
へ
：の
展
開
と
い
う

一連の
思
想
構
造
を
究
明 

し
た
い
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
わ
、办
国
農
政
思
想
の
展
開
、
^
ら
に 

は
社
金
経
済
思
想
の
発
展
を
あ
と
づ
け
る
場
合
に
、

1

つ
の
重
要
众
る
側
面
'を 

示
唆
し
て
い
る
も
の
と
し
て
意
義
深
.い
も
の
が
あ
る
か
と
思
う
。

.

(

法

一)

阿

部

真

琴「

本
田
利
明
の
伝
記
的
研
究」

(

ヒ
ス
ト
リ
ァ
第
.ニ

号
)

(

注
5

三
校
博
音「

日
本
哲
学
思
想
金
書」

(

第
四
卷
解
題
、

一
ニ
.
一
 

頁)

(

注
三)

本
多
利
明
に
関
す
る
研
究
史
の
概
略
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ま
ず 

利
明「

の
資
料
'̂

っ
ぃ
て
は
本
庄
衆
治
郎
博
士
編「

本
多
利
明
集」

(

近
世
社 

会
経
済
学
説
大
系)

に
ほ
ぼ
集
大
成
さ
れ
T'

お
り
、
阿
部
真
琴
氏
の「

本
田 

利
明
^

^

2

!

1録」

.

.

(

ヒ
ス
.ト
リ
ャ
.
.誌
上
，1の「

本
田
^

明
.の
_伝
記
的
^

究
1_
_
に
付 

す)

.が
ま
た
参
考
と
*:

る
で
あ
ろ
う
。

二 

(

三
七
四)

本
多
利
明
の
研
究
は
吉
甶
東
伍
博
士
.r

徳
川
政
教
考」

(

明
治
二
七
华• 

i

八
九

四)

中

の

「

西
洋

思
想
の
経
済
談」

、
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
開
始
さ 

取
、
明
治
末
期
、

海
老
名
：一
雄
氏「

本
多
利
明
の
通
商
：交
易
説」

(

明
治
四 

四
年
. 

一̂

一
一
、
靡
史
地
理
ー
七
の
き
が
発
表
、
さ
ら
に
大
正
.
四
I

五 

年
.(

.一..' 九
' 

一.
五
.

一
 

九
..一
六)

.
期
に
：本
庄
栄
治
荀
博
士
に
ょ
り
^
明
の
経
済 

思
想
が
会
一
面
的
に
研
究
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
明
の
著
書
と
資
料
が
紹
介
さ 

れ
た
。
福
田
徳
三
博
士
と
本
芘
博
士
と
:0

利
明
：の
経
済
学
説
に
関
す
る
論
争 

は
こ
.
の
時
期
に
お
い
：て
法
目
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

本
庄
栄
治
郎
博
士 

「

本
多
利
明
の
著
書
に
就
て」

(

大
正
四
年
、
経
済
論
叢
第
一
巻
第
四
号)

、
 

同
.「

本
多
利
明
の
経
済
説」

(

大
正
五
.年
、
経
済
論
叢
第
二
巻
第
一
号
乃
至
第 

六
号)

、
，
同「

再
び
本
多
利
明
の
箸
書
に
就
て」

(

大
正
五
年
、

経
済
論
叢
第 

ニ
巻
第
六
号)

、：'
同
：「

本
多
利
明
の
，経
済
説
に
：関
し
襌
田
博
士
の
高
教
に
答
. 

ふ」

.

.

(

大

轰

年

、
' 
経
済
論
叢
第
三
卷
第
ー
一
号)

、
福
田
徳
三
博
士「

本
多
利 

明
の
経
済
説
に
関
し
本
皮
学
士
の
教
を
乞
ふ
|—(

大
疋
五
年
、
.
経
済
論
叢
第 

三
.巻

第
—-

号〕

、.
内
由
銀
蔵
博
士「

本
多
利
明
の
.
船
舶論

-
!

.

(

大
1̂

五
年
、
海 

国
八
A

論
第
五
.
巻
第
一
-S

、.
同

「

砠
世
の
日
ホ」

へ
大
芷
八
年)

、

本
庄
泶
治 

即
博
士「

経
済
束
研
究」

(

大
正
九
年)

、

伊
藤
武
雄
氏「

本
多
利
明
の
墓
に 

就
て」

(

大
正 

一r

年
，
歴
史
地
理
第
四
0

巻
第
三
号
リ

「

日
本
経
済
叢
書」

(

大
正
三
年
丨
六
年)

及
び
昭
和
期
に
入
り
、

T

日
本
経 

済
大
典」

(

昭
和
四
年)

に
お
け
る
滝
本
誠
一
博
士
の
解
題
、
さ
ら
に
、
本
庄 

栄
治
郎
博
士 

T

本
多
利
明
著『

河
道』

に
つ
い
て」
(

昭
和
六
年
、経
済
史
研 

究
第
ニ
ニ
号)

、
同

「

西
域
物
語
に
就
ぃ
て」
(

昭
和 

一
o

年
、
兹
済
史
研
究

第
一
三
卷
赘
ハ
i

、
同

「

本
タ
ク
利
明
の
経
済
段
階
説」

c

昭
和
一
〇
年
、
経 

済
史
研
究
第
.

H

一
一
巻
第
.三
号)

.
等
が
発
表
さ
れ
、
本
/£

傅
士
の
.利
明
斫
究
は 

.「

近
世
のf

済
思
想」

六
S

第
六
章「

本
多
利
明
の
'
研
究j

に
集
大
-' 

成
さ
れ
、
さ
ら
に
資
料
集
.
解
説
と
し
て
博
士
は
右
の
研
究
を
改
訂
せ
ら
れ
 ̂

「

近
世
社
会
経
済
学
説
大
系」

の
一
巻「

本
多
利
明
集」

(

昭
和
. 

一
0

年)

が 

出
さ
.れ
て
い
る
。
他
に
内
田
雳
雄
炎「

地
理
学
者
：と
し
て
の
本
多
利
明」

(

昭

. 

和
一
〇
年
、
地
理
論
■

第
セ
：号)

、
"

同「

探
検
家
と
し
て
の
.
本
多
利
明」

®

和 

一
◦

半
、
伝
記
第
1
ー
卷
第
<

号)

、

有
賀
春
雄
氏「

経
世
論
者
と
.し
て
の 

荻
生
徂
徕
と
本
多
利
明」

(

昭
和
一
〇
年
、
史
学
第
一
四
巻
第
三
■
号)

、
小
田 

信
士
.氏

「

本
多
利
明
の
重
商
主
義
田
1'
.
_
1

(

昭
和
.一

ニ
.年
丨
昭
和
一
三
年
、

青
山
学
院
経
済
評
論
第
二
六
丄
.一
八
号)

、

菊
田
貞
雄
，氏

「

本
多
利
明
の
人 

口
論
と
そ
の
鹰
史
的
背
影」

(

昭
和

1

三
年
、
人
口
問
題
、
第
一
一
#

第
四
号)

、

飛
松
正
'氏「

本
多
利
明
の
北
方
伸
展
論」

へ
昭
和
一
三
年
、
歴
史
教
育
第 

一
ニ 

巻
第

I

 

二
号)

、
' 
黒
田
謙 

一
R

「

本
多
利
明
の
経
济
思
想」

ハ
砠
#

ー
 

四
年
、
'

'

同
志
社
論
叢
第
六
五」

'号)

、

同

「

日
本
植
民
思
想
史」

(

昭
和
一
七
年
刊)

、

.
野
村
兼
木
郎
博
士「

本
多
利
明
の
経
済
開
発
論J

 

(

昭
和

1

R9
.年
、

三
田
学 

会
；雑
誌
第
三
三
.卷
笫i

i
i
i
、

同

「

徳
川
時
代
：の
経
济
思
想」

(

昭
和
.一

四
年 

.
刊)

、•
同
：.r

概
镇
日
本
経
済
思
想
史」

(

昭
和
一
.

四
年
刊)

、

富
成
喜
馬
平
氏
：

■「

本
多
利
明
論」
(

昭
和
一
四
年
、
商
学
第
二
九
号
.

)

、
同

「

本
多
利
明
の
思 

想
と
生
活
1-(

大
哲
学
者)

、
.
森
銑
三
氏T

本
多
利
明
の
墓
誌
の
.発

見」〈

昭

和 

一
四
年
、
科
学
べ
ン
第
四
卷
第
.一
号)

、
同
.

「

近
世
学
芸
史
上
の
人
々j

、

船 

爽
信
太
郎
氏
—I

本
多
利
明
の
世
界
地
理
学」

.

(

昭
邾
一
五
年
、
東
洋
地
理
思
韻
.

ネ

多
-f
l

-M

め
.農
政
a'

研
究)

、.

本
間
藤
吉
氏「

本
多
利
明
に
つ
い
て」

(

昭
和
一
六
S

、
中
村
孝 

也
博
士
.「

開
国
論
者
と
し
て
の
本
多
利
明」

(
昭
和一

七
年
、
歴
史
と
趣
味
第 

一.九
編
第
二
丨
三
号)

、
'

田
辺
元
生
氏「

本
#.
利
明
の
研
夂
丨
そ
の
経
済
政 

:
■,

策
論
を
中
'心
.
と
し
：

y
l
j

 

(

昭
和一

九
年
、
経
済
史
破
究
第
三
一
巻
第
.ニ
及 

.

.
■び
第
四
号
：̂

愈

憲

氏
.：.

「

徳
川
時
代
め
経
済
論」

C

政
経
論
叢
第一

九
卷
第 

.

五
号〕

、

佐
藤
直
助
氏「

本
多
利
明
の
人
口
論
の
背
景
J
:(

昭
In

ニ
九
年
、

..
ソ
フ
ィ
ァ
第1

一«•
第一

号)

，、

阿
部
真
琴
氏,

「

本
田
利
明
め
伝
記
的
研
究

」

.

.

.
,

(

.昭
和

1
—

0
丨

三

，
一
.
.年

、
.
-
ヒ

ス

ト

リ

ャ

第

 

一.
.
j一
 

丨
'一.
.三
■
号
、

一.
五
.号
、

.一
六 

号)

、

三
.枝
博
音
博
'士

縞

「

日
本
哲
学
思
想
全
書」

.
第

四

巻

(

昭
和
三
一
年 

刊)

の
解
題
、
'.

等
.が
そ
の
.主
な
る
も
の
で
あ
る

0.
と
.れ
ら
の
中
に
あ
っ
て
、 

本
床
栄
.治
郎
博
士
の
.資
料
の
刊
行
及
び
：全
面
的
な
研
究
、

野
村
兼
太
郎
博
士 

の
経
済
^
想
史
的
研
究 

> 

及
び
最
近
の
論
文
と
'
し
て
'は
阿
部
真
琴
氏
の
ヒ
ス 

ト
リ
ャ
誌
上
に
発
表
さ
れ
つ
：
つ
あ
る
本
多
利
明
の
伝
記
的
研
究
及
び
本
多
利 

明
箸
作
目
録
の
盤
.理

，
解
題
は
と
く
に
注
目
す
べ
き
も
'
の
で
あ
る
0
 

.

.

.
■
.

ニ

.

：

.

，

：

.:

本
多
利
明
の
薛
記——

思
想
形
成
の
.過
程——

に
関
し
て
は
、
今
日
.必
ず
し 

も
そ
の
全
貌
が
明
白
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
前
述
せ
る
ご
と
く
本 

,庄
博
士
の
研
究
、
伊
藤
武
雄
..

森
铣
三
.氏
等
の
运
記
的
研
究
の
あ
と
を
ぅ
け
、
 

最
近
の
阿
部
真
琴
氏
が
試
み
ら
れ
たr

本
多
利
明
の
伝
記
的
研
究」

に
ょ
っ
て 

t

層
明
白
^
な
っ
た
。
こ
の
小
論
で
は
、
利
明
の
^
涯
に
つ
い
て
の
®

砠
な
る 

論
趣
を
省
赂
す
る
が
、.
.何
部
氏
の
右
の
論
文
に
ょ
る
と
、
利
明
は
一
.
七
四【

三

三
.(

H
七
五)



:
:
(

寛
I

I

年)

.

.

.に
生
ま
れ
，

一
八
‘

r
4
Q

 

.

(

文
政
三
年
>
.
:1:
1

月
ニ 

' 

「

に
て
残
じ
て
い
：る
0

出
生
地
、:>
.
出
生
家
'̂

つ
い
ち
は
、
:-
:
旧
来
：の
#

上
城
下
士
の
.

. 

生
：ま
れ
、で
^

各
と
：い
反
よ
り
も
、.
越
难
敝
原
郡
農
村
：の
出
と
：み
"
そ
の
家
は
れ 

ク
き

と
.し
.だ
大
名
の
家
臣
.で
な
，か
っ
た
こ
と
を
推
定
レ
て
い
沾
タ
利
明
.の
思
想 

'

形
成
の
上
に
、
重
大
：な
る
意
味
を
持
っ
て
い
た
生
育
地
周
辺
の
衽
会
的
、
経

済
_ 

的
徵
境
に
つ
い
で
は
、越
後
蒲
原S

の「

帯
が
、新
潟
其
ぬ
他
の
港
の
背
^
^
で 

.
あ
り
:'

水
田
=

稲
作
が
発
展
し
、
や
が
で
小
商
品
生
1

1

^

し
、
あ
た
ら
し 

い
諸
条
件
が
■驚

し
.
つ
つ
あ
っ
た
地
方
と
み
る
こ
と
が
、で
き
よ
う
。

す
な
わ
. 

ち
、.「

^

明
の
.郷
里
..は
:̂

も
か
く
.雪
ふ
ヵ
い
.
北
越
後
.て)

は
あ
.
っ̂
ガ
江
戸
中 

期
以
後
広
く
新
田
が
開
発
さ
れ
、
豊
か
：な
米
作
地
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
P

な
か
1 

■

で
も
紫
雲
#

潟
、.：：福
島
潟
、
.
鎧
渴
の
開
拓
は
大
き
く
、
新
潟
県
特
有
の
大
新
田 

地
、王
が
そ
こ
に
発
生
し
.た
0

農
民
の
養
蚕
-

加
工
手
織
業
か
ら
機
業
地
と
しv

 

も
あ
.ら
わ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
北
越
後
は
紙
'
•茶

，
黒
ろ
う•
う
る
し
'，
漆
器
製 

品

‘
雔
な
ど
の
水
産
•
石
油
.1
'

右

膏
•

銀

_
銅
な
ど
の
鉱
産
を
も
ち
、
各
種
商
. 

.

品
.の
積
出
港
.と
_し
.て
.の
新
潟
の
ほ
か
に
瀨
波
.

岩
船
な
ど
が
繁
栄
し
た
。
大
阪 

と
の
取
引
は
.も
と
よ
り
、-
奥
羽
•
北
陸
.
松
前
と
の
交
通
が
発
展
し
て
い
た
。
.こ 

'

の
経
辟
的
発
展
は
も
.と
よ
り
小
農
民
生
産
の
前
進
'に
も
と
づ
く
が
そ
れ
と
同
時 

に
問
屋
商
人
.
，
地
主
の
収
_

勢
力
を
成
長
さ
せ
た」

こ
と
が
、
こ
.の
^

ft

に
.お 

け
る
こ
の
地
方
の
傾
向
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
撒
な
生
活 

環
境
の
下
に
.生
育
し
、.
そ
の
.家
系
が
必
ず
し
も
上
士
で
.な
か
.
？
た
利
明
は
、
青 

少
年
期
よ
り
因
製
的
な
、：

伝
統
的
な
習
字
.

素
読
を
き
ら
い
、
算
学
を
好
み
、
 

四
書
五
経
的
♦

封
建
支
配
者
的
道
学
を
こ
え
て
実
用
的
，
合
理
的
学
問
の
方
向

. 

,

.
严

§

七
5

.

.

.

&

ー.ぃ
务
本
以
関
>1
>

を
寄
.敗
た
と
風
あ
れ
る
。
こ
へ
の
方
向
ば
利
明
が
十
八
才
の 

時
江
百
に
屄
に
済
世
.
の
志
を
懐
き
”

実
用
0

学
を
良
ん」

と
し
て
上
マ
て
行 

っ
：た
時
以
来
氣
速
.に
進
展
し
、
-*

層
確
定
し
た
。"一
江
戸
に
出
た
謂
は
算
聖
と 

い
わ
れ
た
議
和

E
l
l

七
P

八)

が
完
成
し
た
関
流
の
$

を
、
建
部
賢
弘 

:
の
£

流
ぐ
_

囝
親
盈
§
:

下
の
'
今
井
兼
庭
'に
学
ん
だ
。
利
明
は
馨
な
る
封
建 

'
的
：.：ギ
ル
ド
的
規
制
下
に
あ
：っ：た
関
流
のi

i
n

の
全
段
階
を
習
得
し
た
の
ち
、
 

こ
の
秘
伝
制
度
に
批
判
的
で
あ
っ
た
人
々
と
共
に
、
利
明
は
次
第
に
1

算
学 

を
：の
り
こ
え
、、
ョ
I
 

ロ
ッ
パ
数
学
に
目
を
む
け
るi

i

至
っ
た
。
算
学
の
ほ
か 

に
、
天
文
•

曆
学
を
千
i

胤
に
学
ん
だ
。
当
時
の
天
文•

暦
学
は
旧
来
の
明 

_

文
鼎
系
統
の
.流
れ
を
く
み
、
そ
の
伝
統
に
し
ば
:̂

れ
て
い
た
が
、
こ
の
頃 

，よ
り
漸
次
铳
よ
り
の
脇
却
が
行
わ
れ
、
ョ
丨
ロ
ッ
パ
■
天
文
•暦
学
へ
の
転
換
へ 

の
時
代
に
入
り
.つ
つ
あ
？
た
"

利
明
は
、
委

，磨
学
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

ョ
ー
ロ
ッ
パ
学
べ
の
接
近
を
示
し
て
来
た
。
叉
、
剣
術
の
師
と
し
て
の
此
県
大 

式
と
.の
接
触
も
、.
犬
式
が
当
時
す
ぐ
れ
た
算
学
•

，天
文
.
.
兵学の者であ
 

り
、
尊
王
思
想
の
持
主
.で
あ
っ
た
と
こ
.ろ
よ
り
、
利
明
の
思
想
形
成
の
上
に
役 

立
つ
も
の
が
あ
.？
た
ど
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
学
の
研
究
を
通
じ
、

ョ
丨
卩
ッ 

パ
学
へ
の
接
近
に
よ
っ
て
、
利
明
の
学
間
態
度
は
極
め
て
合
理
的
.
数

的

•
客 

観
的
：
科
学
的
方
向
が
強
め
.ら
れ
、
利
明
の
全
思
想
構
造
を
い
ち
じ
る
し
^

:
 

微
づ
け
る
も
の
と
な
っ

た
0

こ
れ
ら
の
傾
向
は
、
.
も
ち
ろ
ん
.
一
つ
に
は
こ
の
時 

.
代
の
風
潮
の
中
に
，は
ぐ
く
ま
れ
つ
つ
あ
.
？
た
も
の
で
あ
る
が
、
利
明
の
修
学
時 

.

代
の
思
想
形
成
'の
在
り
方
と
深
く
結
び
つ
き
、：
こ
れ
が
利
明
の
経
済
論
展
開
の 

.
仕
方
が
、極
め
.て
数
的
.で
ぁ
り
、
合
理
的
で
あ
っ

た

こ

と

に
あ
ら
わ
れ
て
来
る
。

一
一
四
才
.に
な
っ
た
利
明
は
、
江
戸
牛
込
音
羽
に
私
塾
を
開
き
、
1

•地

理

• 

測
量
•

算
学
な
ど
：を
子
弟
に
教
育
し
た
-:
-
°

人
々
は
利
明
^

音
羽
先
生
.

」

と
尊
称 

し
て
い
た
.̂

、
.
や
が
.
て
、
私
塾
を
^

人
坂
部
広
胖
に
託
し
、
自

ら「

経
世
家」

を
以
て
任
じ
、へ
各
地
を
遊
歴
し
、
各
地
の
地
理
.

民

情
.

物

産

.
交
通
な
ど
を 

詳
細
に
視
察
調
査
す
石
に
至
'
っ
た
.'
0

こ
の
_

_

の
利
明
の
経
験
と
銳
い
_
_
は 

彼
'の
経
済
思
想
確
立
'の
塞
礎
と
な
る

重
要
.な
も

.の

と

な
っ
た

。

利

明

ば
こ

の

時
 

期

以

降

襲

的

，に
オ
ラ
ン
、タ
語
を
学
び
、
オ
ラ
，ン
ダ
の
科
学
.

技
術
に
精
通
し
、

ョ
ッ
パ
近
世
种
学
へ
の
接
触
を
深
め
て
行
っ
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
利 

.
明
を
し
て
ま
こ
と
に
す
ぐ
れ
た「

経
世
家」

と
し
て
の
活
躍
を
可
能
と
し
た
の 

で
あ
.
.っ
た
。
す
.な
わ
ち
、
利
明
は
つ
い
に
.

F

交
易
の
道
を
開
き
民
俗
を
改
善
す 

る
の
必
要
な
る
を
感
じ
啻
に
之
を
内
地
諸
雜
の
間
.に
試
む
る
の
.
み
；な
ら
ず
広
く
. 

国
際
間
に
も
之
れ
を
実
現
し
以
で
我
が
国
富
の
増
進
を
計
ら
ざ
る
可
ら
；ざ
.る
こ 

と
を
知
り
之
水
が
為
め
に
.は
先
づ
航
海
術
に
通
ず
る
の
要
あ
^

)

と
し
て
、
'航 

海
術
な
、ど
め
産
業
技
術
を
習
得
す
る
こ
と
に
ょ
'
っ
て
、
S

B

の
経
済
論
に 

一®

-
 

の
具
撞
冷
附
与
す
る
と
と
が
で
き
.た
：の
で
あ
る
。
：
.
.ッ
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-

本
多
利
明
の
農
政
華
_

■■
:

■

三

:

：
 

. 

.

'

:

.
羽
明
は
そ
の
思
想
形
成
の
過
程
に
お
い
•て
、
す
で
に
み
た
ご
.
と
く
、
四
書
五 

.

■

経

的

，.封
建
.道
.
#
的
な
学
問
を
以
て
自
ら
の
思
德
を
固
定
し
、
そ
れ
ら
の
引
用 

を
以
て
'
,い
だ
ず
ら
.に
自
説
を
修
飾
し
、
旧
来
の
範
囲
ょ
り
ー
歩
も
越
え
ざ
る
保 

.

守
的
な
主
張
を
行
3

こ
と
に
あ
き
た
ら
ず
し
て
、
算

学
.
：天
文
，
暦
学
•
地
理
•

.

,

測
量
及
び
各
種
'

Q

産
業
技
術
：.(

例
ぇ
ば
航
海
術
‘
，
冶
金
術
な
，ど)

を
学
び
、
と 

'

く
に
数
学
と
航
海
術
の
ご
.と
き
西
欧
の
近
代
的
，科
学
的
精
神
に
.影
響
を
ぅ
け
、

.

自
ら
の
思
想
を
鍛
錬
-L

、
そ
の
結
果
利
明
の
学
問
的
態
度
は
極
め
て
合
理
的
に 

.

し
て
、
.
豊
か
な
:#

学
的
精
神
に
貫
が
.れ
る
に
至
.*?
た
こ
と
に
ま
ず
注
目
す
る
必 

.

要
が
あ
ろ
ぅ
0

こ
.
の
；こ
と
に
ょ
'-
0

て
、
封
建
社
会
の
内
的
矛
盾
が
ょ
ぅ
や
く
明 

.
0

に
露
呈
し
は
.'じ
め
た
時
代
一
に
お
，い

て

？

は
：や

く

も

，

對

建

主

義

が

ら

由

来

す 

■

る
狭
隘
な
る
精
神
と
、：
排
他
的
な
思
想
を
克
服
し
、
東
洋
的I

n
i

本
的
な
学
問
' 

;

ふ
掛
術
と
の
限
界
を
認
識
し
ハ
批
判
し
づ
つ
、
西
欧
的
I

近
代
的
な
科
学
と
産 

■

業
技
術
の
方
向k

急
速
に
接
近
し
、
時
代
が
直
面
し
つ
つ
あ
；っ
た
現
実
の
f

 

題
に
対
し
、.
そ
の
時
代
忆
あ
っ
ズ
は
ま
こ
と
に
®

な
る
理
論
と
施
策
と
を
発 

,

表
す
名
こ
と
を
可
能
と
.
し
た
の
セ
あ
る
:0
'

ン

:-
丫 

.

利
明
:0

学
問
態
鹿
を
、：：利
明
め
述
べ
七
い
.
る

と

：こ

ろ

に

従

，
っ

て

整

理

し

て

み 

ヴ
る
と
、
''

利

晛

は

：：：「

西

域

物

語
3

寛
政
ー
：
〇
年
>

-

七
^

文

,>
-

-

^が
.邦
人
が
西
欧
人
に
対
必
全
く
間
違
っ
.：た
認
識
を
も
_っ
、て
い
.る
事
実
を 

へ；

指
摘
し
、
そ
.の
.原

因

が

：、
事

物

の

：產

：を

た

：：じ

か

：め

る

努

力

：を

せ

ず

、

「

国
f

: 

.来
安
那
め
書
籍
の
：外
祀
書
籍
な
ん
.

1

^

^

思̂
ぃ
こ
み
、
：：.支
那
以
外
の
1
1
'々
を

瓦

e

七
.七)



す
べ
て
.

K
l

と
み
た
？

こ
れ
は
全
く
事
実
に
反
す
み
こ
と
ば
^

は
だ
し
く
V 

す
な
：わ

ち「

学
間
の
道
に
：あ
石
ま

じ

き
流
儀
杯」

一
を

瞒

っ
；
て、

-

書
籍
を 

多
く
読
ま
ず
、
：
--
1

衆
人
を
.视
が
乂
高
镘
：胸
：外
ぺ
洩
れ
、
.
*
人
に
忌
嫌
る 

な
り
、
浅
は
か
な
る
次
第
な
ら
ず
や」

と
い
う
と
^

ろ
に
：あ
る
と
い
マ
て

い 

る
。
当
時
は
真
の
学
問
的
態
度
と
離
れ
る
風
潮
が
た
だ
ー
よ
っ
て
'
い
た
。：
利
明
く
：
 

は
学
問
の
道
：を
如
何
に
考
え
：て
い
：た
か
、
-1

思
ふ
：に
.
学
問
の
：道
は
左
に
は
あ
る
.

.

ま
じ
、

学
問
の
本
旨
と
す

る

所

は

：、

衆

人

に

.背
ず
頑
愚
を
も
能
容
れ
、
.国
家
ン 

に
益
あ
名
道
を
勉
め
守
る
の
外
に
あ
る
ま
じ
く
：
其
最
祉
は
何
よ
り
学
で
其
道
ソ 

:
に
.入
ら
ん
と
な
ち
ば
；

.I
I

理

学

よ

り

入

-ら

ん

も

近

が

る
べ
し
、
窮
理
学
と
は
何 

を
い
ふ
ぞ
な
れ
ば
、
彼
突
地
の
学
を
：い 

<
:

り
、
el

れ
に
暗
く
て
は
何
：1

つ
分
る 

は
な
し
、
'
其
天
地
の
学
は
何
.を
以
て
入
ら
ん
：.と
：な
ら
ば
、
：.其

最

初

は

数

理

、
、
推

ノ
歩
、，
測
量
の
法
忒
々
入
ら
ん
:4

近
か
3

ぺ
し
、
是
等
を
能
透
脱
の
後
'

西
域
0
:
. 

学
.
に
入
べ
ば」

.と

い

う

。

学

問

の

本

旨

と

す

る

と

：こ

ろ

が

如

何

.に

旧

来

の

封

建 

道
学
と
異
な
っ
て
一
い
る
こ
と
か
。
さ
ら
に
V

学
間
へ
：の
道
が
ま
ず
5

理
学」

：
 

を
学
ぶ
に
は
じ
‘ま
り
、
そ
れ
へ
の
道
は
：数
理
、
.推
歩
、
測
量
の
法
に
知
る
こ
..と 

を
主
張
す
る
利
明g

と
っ
て
、
..
.学
問
の
道
は
単
：な
る
^

道
で
あ
？
た
り
、

倫 

理
.

道
徳
の
道
で
，は
な
く
、
そ
れ
ら
よ
り
離
れ
た
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
た「

「
科
. 

学」

：
，で
あ
る
こ
と
が
鋭
く
看
破
さ
れ
て
：い
た
の
で
.あ
る
。
勿
論
、
利
明
を
し
て 

‘か
く
の
.ご
と
き
学
間
態
度
に
.至
ら
し
め
た
-%

の

は

：、

時

代

の

風

^

.
と
も
^
-
り
つ

.
 

.つ
あ
？
た
蘭
学
を
通
し
て
の
西
欧
思
想
の
影
響
で
あ
.っ
て
、
利
明
に
ホ
い
て
そ 

れ
が
鋭
い
形
で
，現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
と
く
に「

数
理」

に
.つ
い 

て
の
利
明
の
確
信
は
非
常
な
も
の
で
あ
つ
た
。
.数
理
：は
経
救
済
民
の
た
め
の
政

.策
を
樹
立
す
る
た
め
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
利 

/

明
：は
、「

人
道
に
預
る
器
は
.
度
量
衡
秒
^

S

器

あ

り

て

.、

.
事

を

餘

す

る

こ

と
 

明
白
な
り
。：
是
此
エ
夫
鍛
錬
の
道
具
な
れ
ば
、■
算
数
を
以
て
総
根
と
.し

、
.
此

道 

.

具
を
用
て
是
を
御
し
ヽ
人
道
芷
整
す
る
た
る
べ
し
^

上
い
ぅ
ヮ
度
量
衡
秒
の
四
：

.

0

を
利
用
し''

.

'

«

物
を
：正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
、
：
す
べ
て
め
政
策
の
：根
底
に 

存
冻
す
る
も
の
で
あ
る
。

:.

そ
れ
故
に
、
，
利
明
は
先
覚
熊
択
藩
山
及
ぴ
荻
坐
徂
徠 

を
批
判
す
る
視
角
は
、
両
先
覚
が
：

「

竅
理」

-

に
く
ら
い
：こ- >

の
侧
面
へ
：の
批
判 

' :

で
：あ
っ.

た
。'

平
以
後
ニ
百
年
f t

り
の
内
に
：色
々
め
人
物
出
て
、
種
々
の
能 

按
に
志
を
立
て
、
：：才
カ

0 .

限
を
竭
し
、
様
々
の
達
識
も
多
く
出
た
る
中
に
、
経 

於
わ
务1 :

'

た
':
'

0
^ '

で
ル
の
賞
を
得
た
る
は
、
霞

：
荻
生

Q
1

1

子
の
外
な
し
、 

'

然
る
に
一
一
子
が
説
所
は
、

：

此
方

.

の
費
を
省
き
彼
方
を
扶
け
、
史
彼
方
の
費
を
省 

;

#

此
方
を
扶.

れ
ば
、
万
端
に
便
利
を
得
る
故
に
.終
に
国
家
に
豊
饒
を
副
る
と
い 

へ
り
、:同
じ
土
地
よU

出
産
す
る
産
物
を
用

.

て
遣
取
し
、

.

利
益
あ
.る
事
を
の
み 

色
々
様
々
と
情
張
て
、
世
話
す
る
仕
方
：の
善
悪
を
討
論
す
る
ま
で
な
り
、
な
る 

程
其
如
く
せ
ば
M

分
宜
く
、
悪
く
は
あ
る
ま
じ
く
、
愈
れ
f

TC

来
際
限
あ
る 

土
地
よ
り
出
産
す
る
産
物
を
用
て
、
.際
限
な
く
増
殖
す
セ
市
民
の
衣
食
住
の
用 

に
.達
し
、
：i

余
あ
ら
し
め
ん
ど
す
る
：の
計
策
の
外
な
じ
、
是
無
理
な
り
、
際 

限
^

る
土
地
よ
り
出
産
す
る
産
物
は
;'

出
産
に
際
限
あ
り
、
年
々
に
出
生
ず
る 

国
民
.は
、.
年
々
.に
増
殖
し
て
際
限
な
し
、
終
に
国
民
は
国
産
よ
り
多
く
、
国
産 

は
国
民
よ
り
少
，く
な
る
べ
し
、
末
遂
て
な
し
.が
た
き
仕
業
な
る
べ
し
、
然
る
を
. 

情
張
て
固
辞
附
む
と
て
無
理
な
る
事
を
の
み
い
ふ
は
^

な
り
、

一
一
子
が
英
才
か 

.

今
罕
な
れ
ど
も
、&

き
事
に
は
算
数
に
暗
昧
尨
る
故
に
、
其
至
り
極
.る
所
に
到
.

,

天

办

学

、
，
鄭

き

弈

洋

渉

渡

6
.

明i

を
組
挙
、
：

_
6

民
へ
垂
訓
す

k
k

海i

に
具
足
す
'や
き
制4

か
か
故
に
、
逆
ハ
末
#

饒
の
末
を
遂
る 

、
、
、
、
、

、
、
、
、
，
、
、
、
、
て
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
し

 

C

注
六)

道
理
あ
る
も
、
穿
鑿
な
.く
妄
に
勘
破
せ
し
は
、
ニ
子
が
智
見
.の
疵
謬
な
り」

と
い
う
S

点
は
引
用
者)

.

。

,'
'

,

'
ま
こ
と
に
堂
々
た
る
自
信
と
抱
負
で
あ
り
、
^

先
覚
に
游
し
学
問
の
在
0'
方 

に
.お

い

て

，
一
：
歩

U
RU

進
し
た
も
の
■あ
る
ご
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
.ご 

と
き
は
、数
理
に
よ
り
謹
的
に
.現
実
：を
計
測
し
、計
画
を
樹
立
す
る
方
法
で
あ 

つ
て
、'
そ
こ
に
は
ま
こ
と
に
^

^

^

思
惟
の
端
緒
と
も
い
ラ
べ
き
も
の
を
く
み
，
 

.と
る
こ
と
が
，で
き
よ
う
0

か
か
る
思
惟
方
法
は
国
務
を
'
遂
行
す
る
場
合
、「

総 

.て
国
務
に
預
'る
：と
と
は
®

人
情
よ
り
取
入
ざ
れ
ば
、
何
一
つ
m

$
_
ざ
る
者
な 

れ
ば
、
古
今
.に
も
亘
ず
、
金
言
妙
旬
に
も
拘
ら
ず
、
唯
今
め
時
勢
よ
り
執
入
て 

他
に
背
く
こ
と
.な
く
、
天
下
国
家
に
益
.あ
る
仕
方
に
'勉
る
を
名
て
国
務
と
い
ふ」 

.
主
張
を
生
み
、
利
明
を
し
て
®

人
情
、
唯
今
の
時
勢
を
よ
く
つ
か
み
、
そ
れ 

に
そ
む
か
ぬ
こ
と
を
政
策
の
.根
本
に
お
か
し
め
た
.。

さ
ら
一
に
、

国

務

の

.遂

行

に 

'本
末
が
あ
り
、
前
後
が
あ
り
、'
首
尾
一
.
貫
し
て
計
画
を
樹
立
ず
る
こ
と
が
、
国 

務
を
完
遂
す
る
.た
め
の
欠
く
こ
と
の
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
.て
い 

る
。
す
な
わ
ち
、
-.
-
.

r

当
時
の
国
務
に
前
務
あ
り
、
後
務
あ
り

、

本

首

あ,;
.
、

末
 

尾
あ
り
、
此
前
故
本
末
の
首
尾
貫
通
し
て
，
而
後
興
業
に
企
ざ
れ
ば
決
し
て
成 

就
せ
ず
、其
前
後
本
末
の
首
尾
貫
通
は
、何
.に
縁
て
か
明
白
に
せ
.ん
‘
と
な
ら
ば
、

則
算
数
の
道
な
り
。
算
数
を
以
て
台
と
.な
し
、
天
文
、
地
理
'

渡
海
.の
道
に
透
_

,

脱
し
'

何
.

1

闕
目
な
き
様
に
せ.ざ
れ
ば
、
物
每£

差
支
る
こ
ど.
の

み

多

く

し

：て

、 

,

何
事
も
未
遂
て
相
続
す
る£

と
な
り
が
た̂

、'
斯
の
^

つ'
ぴ
き
な
ら
ぬ
激
理
も'

.

本
多
利
明
の
農
政
論
：

 

,

弁
.な
く
、無
分
別
に
‘じ
て
僅
の
一
端
を
得
て
.、大
業
に
辫
る
杯
と
は
^
果
た
る
こ 

と
な
り」

と
'、
か
く
て
、
--
.
前
後
本
末
を
厚
深
く
還
慮
す
べ
し
、
尾
首
賞
通
す 

:

る
の
後
興
業
を
企
て
順
と
.
せ
り」

と
い
ぅ
。
こ
こ
に
は
じ
め
て
芷
し
い
施
策
が 

,

樹

立

す

る

根

底

が

，
で

き

る

.の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
^

ど
‘
ろ

く

べ

き

思

惟

方

法

で

.
あ

：
つ

た

0 .
:
..
- '
‘

,

.

;'
'

(

注

-

本
多
利
明
S

域
物
語」

，(

本
多
利
明
集
.

M
i

三
.
5
 (

以
下
本
多
利 

明
の
著
書
を
引
用
す
：る
場
合
は
、
本
归
栄
治
郎
博
士
編

「

本
多
利
明
集」
近 

世
社
会
経
済
学
説
大
系
、
昭
和
一
；
〇
年
.三
月
の
頁
数
を
示
す
こ

と

と

す

る

。)

c

注

5

「

西
域
物
語」

(

本
多
利
明
集n
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•
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同
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頁
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六
.

)

本
多
利
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経
済
放
言
•
経
済
総
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ハ
本
多
利
明
集一一三

—

一

:
>•
:
.
: 

V:'
一四'
.
^
:
へ

>.
,
-利

眼

の

：思

想

が

時

流

を

抜

'ぐ
も
0.
で
あ
つ
.た
と
は
い
え
、
、
矢
張
り
時
代
の
影

#

が
ら
钜
じ
；た

も

の

で

き

。
：利
明
が
活
躐
：し
た
延
享
76
年
ょ
り
文
政
四
年
の

. 

.

.

.

.

.

. 

•
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時

代

は

.̂
.わ
|

-1

田

沼

時

代1—
ょ
4

松

平

定

信

の

.
覺

政

の

卷

本

経

て

ー

妥
 

化

•
.文
政
办
犬
御
所
時
代
.！
に
至
る
|

:

で
あ
：
:?

で
、
心
あ
る
！！
者
に
と
マ
て 

:
は
、
：ま
こ

-̂
に
寞
な
ら
ぬ
睁
代
と
し
ー
で
苜
に
映
じ
は
^

め
て
い
た
。
表

ず

国： 

、
内

的

に

み

る
A
J、

す

で

に

封

遽

社

会

：
の

矛

盾

が

進

展

し

、

そ

こ

に

は

^

:

的

な 

.
も
の
の
誕
生
.の
苦
悩
が
生
支
れ
は
じ
め
て
い
た
タ
す
な
わ
ち
、
：
田
沼
時
代
と
ょ
.
. 

ば

れ

る

：
ー

時

期

に

み

ら

れ

.た
政
治
や
風
鐵
の
'い
.
ち
1:
.
る
し
い
頹
廃
，
天
変
地
異 

の
続
発
、'
.人
心
.
の
不
安
動
揺
.
の
あ
と
を
ぅ
け
て
老
中
職
に
ら
い
.た
松
平
定
信
は
.

V
 

- 

政
治
及
び
風
紀
を
爾
1£
,し
、
儉
約
を
旨
と
じ
、.
吉

宗

の

享

保

の

治

を

範

と

^
.
て 

寬
政
の
改
革
に
着
手
1>
:

た
：
の

で

あ
.
っ
た
が
、
す
で
：に
時
弊
は
深
'い
と
こ
ち
に
存

V

 

し
、
十
分
な
る
改
革
が
成
功
せ
■ぬ
}

ぢ
に
、.
女

化

，.
文
政
の
時
代
に
つ
づ
き
、

. 

太
平
を
鼓
腹
謳
歌
し
、.
女
i

熟
の
'
時
代
に
入
?

た
が
、
そ
の
中
に
は
す
で
.に

'• 

救
い
得
ぬ
.
不
健
全
な
る
頹
廃
的
色
彩
を
帯
び
、
.封
建
末
期
の
世
情
を
呈
し
は
じ 

め
、
す
で
：に
新
し
い
時
代
、
社
会
の
機
運
が
あ
ら
.ゆ
る
面
に
見
え
は
じ
め
て
い
. 

た
。
思
想
史
的
に
み
れ
ば
、
儒
学
内
部
に
お
い
.て
批
判
的
見
解
の
展
開
が
み
ら 

れ
、
あ
ら
た
に
国
学
が
勃
興
し
、
.さ
ら
に
西
欧
と
の
交
流
の
中
に
蘭
学
の
興
起 

が
ぅ
な
.が
さ
れ
.て
、
新
し
い
時
代
の
思
想
的
土
壊
が
濯
さ
れ
'つ
つ
あ
っ
た
。 

こ
れ
に
加
え
て
、
慕
藩
政
治
体
制
の
批
判
に
ま
で
次
第
に
高
奪
っ
て
行
っ
た
尊 

主
論
が
萌
え
出
.1
,

て
い
'
た
。
；科
学
，
産
業
技
術
の
面
に
お
い
て
も
'

和

算

々

は
■ 

じ
め
.と
し
、
本
草
学
や
農
学
の
発
展
、
さ
ら
に
西
欧
流
の
医
術
、
諸
種
の
産
業 

技
貴
の
展
開
が
み
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
？
し
か
し
な
が
ら
、
他
方
、
武
士
及
び
百 

姓
の
困
窮
と
商
人
の
富
の
蓄
積
と
が
、
多
く
の
識
者
の
.問
韙
と
な
っ
て
い
た
0 

と
-,
<

に
濃
村
：の
現
実
を
み
る
と
.、
：
ぁ

ら

吵

る

矛
'-
1
-
の
し
ゎ
ょ
せ
を(

1

身
に
受
け

;

て
>:

ま
：
ご

ゼ

に

悲

惨

な

:-
%

の「

で

あ
.
つ
た
。
：
：.
直

接

的

に

ぼ

霖

及

ぴ

謹

の

財

政
 

.
的
窮
乏
が
農
民
::
<
}
:ザ

の

高

率

租

税

の

：微

収

；に

む

け

ら

れ

、

そ

れ

に

加

ぇ

て

、

天

. 

.
明
以
後
の
飢
饉
、
'
洪
水
、;'
'
な
ど
の
災
^

^

籠

し

、
：農
村
の
荒
廃
は
ぞ
の
極
に 

.
:

達
し
、.
.熾
死
す
る
農
民
の
数
は
お
び
た
だ
し
く
、
美
田
畑
は
放
棄
さ
れ
て
荒
地 

-.
.
.と
な
り
^

間
引
子
^

の
悪
習
が
蟇
延
し
、
遊
女
浮
浪
民
が
輩
出
し
、
絶
望
し
た 

.
農
民
は
一
.揆
：や
打
毁
し
，に
向
っ
た
の
で
あ
っ
て
>

か
'
か
る
傾
[0
1

は
ま
す
ま
す
激 

.化

し

、
，
.
封
建
社
会
-の
根
底
：を
動
揺
'せ
し
仑
る
も
の
：.で
あ
っ
.た
。
か
く
の
ご
と
き 

裏
情
は
、
農
村
内
部
•に
お
け
る
小
商
品
生
産
の
展
開
、
機
業
其
の
他
の
副
業
の 

■
成
立
、
そ
れ
を
通
じ
て
の
問
屋
資
本
、'
,商
人
資
本
の
'襲

と

活

躍

、
.寄
生
地
主 

.

.

.
'の
発
生
と
展
開
.と
相
関
聯
せ
し
め
ら
れ
て
理
解
さ
る
.ベ
き
も
の
■
で
あ
.り
、
こ
れ 

.
ら
は
旧
来
<0

封
建
的
農
1

造
を
大
き
く
変
貌
せ
し
め
つ
つ
あ
つ
た
し
、
ょ
り 

，新

し

い

機

構

の

下

で

慶

開

せ

ん

，と

す

る

工

業

生

産

の

動

尙

は

、

未

だ

多

く

の

阻

- 

害
条
件
の
下
.で
狭
隘
な
る
道
.
に
押
1

こ
め
ら
れ
て
'い
た
。

•

.
右
の
国
内
事
情
と
共
に
、
，日
本
を
つ
つ
む
国
際
関
係
が
急
激
，に
重
要
性
を
増 

■加
し
て
来
た
0

い

ま

こ

の

小
論
で
詳
細
に
論
ず
る
と

と

が

で
き
ず
-
直

襲
明
 

の
思
想
と
の
関
聯
あ

る

も
の
の
み
に
限
つ
て
みV

も
、

尸
シ
ヤ
の
東
漸
に
ょ
り 

日
露
両
国
の
接
触
と
.と
も
に
、

北
方
間
題
が
関
心
め
：的
と
な
つ
て
来
た
。、
明 

和
パ
安
永
の
頃
ょ
り
蝦
夷
地
が
注
目
さ
れ
、
蝦
夷
開H

P
T

が
論
ぜ
ら
れ
て
来 

.

た
,0

す

な

わ

ち

、
.
'
一

 

七
七
八
年
.

(

安
永
七
年)

ロ
シ
ャ
の
商
人
が
国
後
島
に
上 

.

陸
し
、
輕
削
藩
に
通
商
を
求
む
。

一
七
九
一
一
年
.(

寛

政

西年
：}

露

国

使

節

ラ

ク 

'
ス
マ
ン(

L
a
x
m
a
n
)

が
漂
民
伊
勢
の
舟
子
幸
太
夫
等
を
護
.送
し
、
北
海
道
の 

根
室
に1

八

港

、

，
通

滴

を

求

む

。
：

.

ェ
藤
兵
助
.『

赤
蝦
夷
風
説
考J

 

C

天
明
元
年
乃

至
ニ
华
基)

が
®

を
論
ず
。
又

、

明

和

.
'
安

永

の
頃

(
I

七
六

四—

'
七

，
八 

〇

)

が

ら

ロ

シ

ヤ

人

が

千

島

，の

南

部

に

移

住

し

わ

が

住
民
と
の
摩
擦
を
生
ず
。
 

焉

は

蝦

喪

視

察

を

靈

す

？

一
 

七
六
七
年(

明
和
四
年)

.
及

び

.
一

七
八
五

年
. 

(

天
明
五
年)

を
派
遛
す
。
天
明
五
年
に
は
利
明
も
一
.行
と
共
に
蝦
夷
： 

に
行

く

こ

と

が

許
可
さ
れ
た
が
病
気
の
た
めg

：

弟
の
最
上
徳
内
を
送
る
。

一
七 

九
一
.

1

年

(

寛

政

四年
： }

林

子

平「
11

一
国
通
覧
図
説
1「

海
国
兵
談」

.

.に
ょ
り
禁
.く 

錮
、
等
、
北
方
関
係
は
急
遒
に
激
它
て
来
た
卜
他
の
諸
外
国
の
事
情
も
、」

和 

蘭
を
通
じ
次
第
に
明
白
に
な
^

と
共
に
.、
：こ
れ

ら

.
の
国
際
関
係
ば
日
本
に
と
つ 

.て
非
常
な
る
恐
怖
を
懐
か
せ
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ

る

マ
V

'

:

:

,
:

.

'

V

 

.

'

■

: 

, 

: 

: 

.

.

ン

.

■'
•

-

:

.

.

.

; 

• 

.

へ•
, 

. 

' 

.

.

.

.

\ 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

(

注
一)

野
村
兼
太
郎「

本
多
利
邮
の
a

済
開
.発
論」

.

X

H
田
学
会
雑
誌
第
三
.

.

三
卷
第
：三
等
'
1

A
頁)

パ

ス

ノ
;;
.

;

, 

.

.

:

.
利
明
が
経
世
家
と
し
て
直
面
し
た
.晚
代
は
ま
こ
と
に
®

な
ら
ぬ
も
の
で
あ 

っ
て
、
'
彼
は
そ
の
時
代
が
悩
み
つ
つ
あ
^

た
&

外
の
諸
問
題
.に
対
し
、
.鋭
い
合
''
.. 

理

的

，
科

学

的

な

目

を

以

て

'

そ
の
本
質
は
何
：で
あ
り
、
そ
の
.原
因
が
何
処
に 

存

す

る

か

を

洞

察

し

ょ

ぅ

と

努

力

し

、

そ

の

艳

握

の

上

^

、
、
利

明

は

独

自

の

施
 

策
を
f

じ
、そ
れ
に
ょ
る
済
世
救
民
を
願
？
た
の
：で
：あ
っ
た
。•
彼
の
経
済
論
、
 

と

く

に

農

政

論

を

み

る

場

合

に

、
，
そ

の

：根

底

に

あ

：
っ

た

利

明

の

現

実

把

握

に

ま 

ず
注
目
し
、
そ
の
内
容
を
み
る
必
要
が
あ
ろ
ぅ
。

.'

'

利
明
の
目
に
ま
ず
明
百
な
形
を
と
，っ
て
映
じ
た
の
は
广
焉
及
び
諸
侯
^
武

士
階
級
が
徳
川
中
期
以
降
い
ち
..じ
る
ム
く
貧
窮
化
さ
れ
た
囊
で
あ
る
。
こ
.の 

貴
窮
の
原
因
、が
何
処
.に
あ
る
か
と
'
い
.ぅ
と
.、
利
明
は
ま
ず
国
内
：に
お
い
て
商
人 

階
級
の
発
達
.が
は
：げ
U

く
、「

天
下
の
通
用
金
銀
は
；み
な
商
賈
の
手
に
渡
り
、
 

慮
富
の
名
枕
谪
賈
に.

9

み
あ
り
て
、
永
禄
の
長
者
た
'る
武
家
は
皆
貧
窮
な
り
、

' 

故
に
商
賈
ね
勢
ひ
追
冷
盛
紀
^

て
四
民
の
土
に
出
た
し」

、：

こ
の
結
果「

当
時
は 

日
本
の
.
国

産

を
-%

十
六
に
割
て
、
.
其
十
五
'は
商
賈
.の
収
納
と
し
、
其
一
は
武
家 

の
収
納
と
す
る
故
1

^

窮
1_

し
た
こ
と
を
指
^

し
て
い
る
°

こ
.

の
i

l

 

な
.た
め
、「

家
臣
の
宛
行
を
借
揚
げ
、
.
商
賈
，の
借
財
を
償
と
い
'
へ
ど
も
、，
減
ぜ 

ず
し
て
却
て
増
殖
す
る
こ
と
常
な
り」

と
い
ぅ
有
様
で
あ
.つ
た
。
利
明
は
そ
の 

:「

例
：と
.し
て
？
，六
万
®

の
大
名
が
借
財
が
増
加
し
、
：̂
^

せ
：ざ
.る
た
め
公
訴
と 

な
ヴ
、
借
金
総
頌
金
百
十
八
万
両
余
を
返
す
た
：め
に
：，六
万
石
物
成
を
も
つ
て
お 

、
よ
.そ
五
六
十
串
本
か
け
.ね

ば

：馨

で

々

ぬ

有

様

で

あ

る

こ

と

を

の

べ

.、

「

皆

 々

ヶ
様
の
身
上
の
み
に
あ
る
す
じ
け
れ
ど
も
、：何
れ
商
賈
の
借
財
の
.な
ぎ
は
な
し
、

:

苦
.々
敷
あ
ら
ず
や
：、
其
有
様
を
商
賈
.の
眼
に
は
、
瓶
師
の
網
に
掛
.り
た
る
魚

.

, 

' 

:

フ

.(

注
四
> 

:

.鳥

.
の

如

べ

見

'る
べ
，

し
」
：：

と
：
い3
結

果
'>

な

る

と0
ン

こ

の

^

^

を

助

長

し

た

の
 

は
武
士
階
級
の
側
に.お
，
け

る

無

智

、
：
，
政

治

家

と

1.
て
の
資
格
の
欠
除
で
あ 

「

時
の
執
政
の
御
方々

は
.
皆
大
身
の
内
よ
り
出
給
ひ
は
、

：

農
民
襲
の
道 

に
疎
く
、.
又
属
官
阿
談
す
れ
と-%
補
佐
す
る
事
な
ぐ
、.故
に
適
々
令
-L

た
ま 

^

事
は
農
民
の
欲
る
処£
齟
齬
L-
-
せ
し
む
る
が
ご
：と
ぎ
支
配
者
の
無
力
で
あ
る
。

か
,-
<

'
て
、レ
武
士
階
級
の
貧
窮
他
は
当
囊
民
階
級
：へ.
の
虐
政
と
な
.っ
'て
現
わ 

れ
て
<*
-
:る
？
：

〔

雲
互
拓
有
司
を
撰
び
.

(

：：：
農

民

を

責

め

虐

げ

、

借

財

を

償

ふ

と 

.:

い
：へ
ど
む
寒
せ
ず
、V
却
て
追
年
増
殖
す
る
故
、
：有
司
の
：不
器
量
な
り
迚
退
け

:

.

.

.九
’
.

(

三
八 

一)

/

.

本
多
利
明
の
農
政
論

五



■̂

れ
”

跡
め
有
司
灭
-

^

民
^

^

め

虐

げ

、
：；
借

財

を

償

ふ

去

い

'
へ:£
:本

繁

せ

ー■'
■.
;
 

ず

，-.
^

て

又

も

殖

：へ

ゆ

く

敢

、
へ

如

何

な

る

豪

傑

も

個

れ

果

っ

剤

を

投

，て

隠

啓

す

:̂ 

■̂

の
；あ

妒

、
；
：：或

は

病

気

扛

偽

水

&

居

尤

無

分

別
:1
,
す

天

：死

：
す
ー
る

.如

あ
:4
'
;
_
:国

：'. 

.
君

有

司

普

蒙

の

限

り

を

尽

す

扛

い

：
へ

^ '
私 
>

中

々

嚷

行

警

見

べ

：葉

ぼ

-;
.
>
'
- 

俗

に

所

所

謂

借

&

の

淵

に

：沈

み

果

、

'
子
先
孫
々
、更
に
淳
む
瀨
.な
1>
;

、後
に
は
®

 

の
#

に
&

せ
;\
.

{

^
ぎ
.澳
し
.
て
仕
送
を
諝
£

、
兹

私

の

用

：を

達

す

れ

ば

、
冥

加

；を

： 

思
ひ
天
職
如
守
り
、
農
民
を
撫
育
す
る
杯
は
思
ひ
も
0:
:
:
ら
ず」

と
い
5

有
様
で
、
 

「

天
明
癸
卯
以
讓
死
百
皞
の
闺
徑
処
と
な
り
た
る
こ
ぢ
夥
-
^
し
く
、

-!
'
:
:
. 

差
当
て
食
糧
の
芝
敷
^

、衣
類
の
送
戴
と
、家
居
破
れ
て
風
雨
す
れ
ば
、：

外

の

ご

..
'■ 

，
と

く

彳

処

に

も

困

る

歡

な

.

.

.る
身
上
に
.
て
ば
、.

間
引
子
す
る
は
'
至
極
尤
も
©
事 

な
り
‘、，
是
撫
育
の
制
度
も
な
く
、
教
示
介
抱
も
せ
ず
し
て
過
粗
税
課
税
の
み
に 

日
：々
を
虐
げ
ら
れ
、
故
氏
が
い
、ふ

讓

の

栖
'
^
如
1>
'

」
'
ゼ
ぁ
っ
だ
0
::
;

.

一
般
的
に
み
れ
ば
、
当
時
の
武
士 
i

民
階
級
の
貧
困
は
右
の
ご
と
く
把
握 

さ
れ
て
い
る
が
、.
利
眼
.は
さ
ら
に
地
方
別
、
こ
と
に
関
東
及
び
関
東
以
北
の
地
: 

帯
と
、
上
方
、'.
中
国
>
 

西

国

の

関

西

地

帯

と

を

大

別

：し

、

^

こ
に
あ
ら
わ
れ
て 

い
る
社
会
経
済
的
現
況
の
相
遨
と
、
そ
の
ょ
？
：て
来
る
根
因
^
を
明
白
に
せ
ん 

と
し
て
い
る
。
か
か
る
洞
察
は
.、
利
明
.の
地
理
学
的
把
握
.ど
も
察
接
な
る
亂
聯' 

が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、.：爾
者
.の
相
違
.を
早
に
自
然
的
諸
条
件
に
.
の
.み
.，
 

に
き
す
る
こ
と
な
ぐ
、
.そ
の
お
.か
れ
て
.い
る
社
.会
.

経
済
構
造
、
と
く
に
農
民 

収
迤
の
機
構
と
、
：®

义
通
の
発
達
の
在
り
方
と
い
ぅ
社
会
.■経
済
的
側
面 

に
焦
点
を
あ
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。

い 

ま
、
利
明
に
よ
り
把
握
さ
れ
た
関
西
、
関
東
両
地
方
.の
い
ち
じ
る
し
い
事
情
の

相
違
と
そ
の
根
因
と
を
み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。

-'
'
.
.
.ま
：ず

関

麗

方

の

事

情

で

あ

る

が

、

.「

関
西
め
諸
国
は
何
れ
も
宣
因
に
し
て 

A

豪
富
の
.商
賈
軒
.を
並
へ
ず
夥
L

J

,:
<
'
'
;ハ
内
：々

：
に

間

引

子

を

行

う

農

家

も

存

在 

す
各
が
関
東
諸
国
ほ
ど
ば
げ
^

く

な

い

：。
',
'':
ぞ

の

因

は

何

処

：よ

り

来

る

か

'
と

い

う 

と

で

第-
ぼ
^

租

税

ぼ

定

齋

と

て

年

寘

に

定

繁

る

ゆ

へ

、

'.
'
耕

耘

茁

肥

に

力

の 

限

り

を

尽

し

、
，
豊

作

す

る

'を
人
々
手
柄
と
心
得
た
る
^

:

俗」

' 

が
あ
る
か
ら
で
あ 

る
■ 
°

す
な
わ
ぢ
；

「

古
法
の
：儘
^

て
定
免
取
箇
の
定
丧J

が
行
わ
れ
で
い
る
が
に
、
 

敗
避
晚
農
民
搾
取
の
度
合
薄
く
、.
：農
民
^

余
剰
を
残
ず
こ
へ
、と
が
可
能
で
あ
る
と
こ 

い
う
'0

さ
ら
に
、
li
t

の
地
方
，.に
'お
い
：て
は
'
農
業
生
産
に
米
*

一：毛
.作
が
一
般
的
. 

に
導
入
さ
が
て
い
る
ど
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
：
利
明
が「

西
域
物
語」

' 

.

「

河

.
.

(

注
一
ニ
.

)

道
'—
—|

蝦
夷
道
知
辺
1—
'
:
等
の
諸
妈
で
あ
げ
.
で
：い
る
4

例
を
み
る
と
、

田
地
.

一

反 

歩
に
表
作
と
し
て
稲
を
つ
く
り
米
四
石
余
の
収
獲
、
裏
作
と
し
て
：麦
：五
右
余
の 

収
權
、：：1
ヵ

年

両

作

し
.
て
穀
物
お
ょ
そ
寸
©.

余
の
収
納
が
：あ
る
場
合
を
あ
げ
、
年 

貢
定
免
で
あ
る
が
ら
高
租
税
と
し
て
も
六
七
ヰ
ょ
り
八
九
斗
、
そ
れ
に
村
入
用 

_

物

と

を

合

せ

て

お

：
ょ

そ

#
:
一

 

石
計
で
あ
っ
て
、：
こ
れ
を
上
納
皆
済
し
た
残 

穀
八
九
石
は
全
く
百
姓
の
収
納
と
.な
る
と
い
う
。
.か
く
の
ノ j

と
き
^

様
で
あ
る 

か
ち
、7
百
姓
は
相
続
ず
る
&'

と
が
：で
ぎ
る
。
た
だ
土
地
に
限
り
が
あ
り
、
年
 々

百
姓
数
が
増
殖
し
て
行
ぐ
た
め
に
、
内
々
密
に
.間
引
子
の
悪
習
が
行
わ
れ
る
に 

す
ぎ
な
い
€>
.
で
あ
る
。
•も
ち
ろ
ん
右
の
数
字
に
：は
多
分
の
疑
問
無
し
と
し
な
い 

が
、百
姓
が
そ
の
生
:̂

力
の
高
き
こ
と
と
ヽ
砠
⑩
㈣

度
と
に
ょ
づ
て
相
続
が
安
き 

窖
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
第
一一

に
関
西
が
盛
な
る
所
以
はF

剰
べ
に
M

の
海
道

——
C

注
一
三
？

宜
く
国
産
の
，蓮
仕
安
き
に
依
て
富
国
と
成
へ
き
道
理」

な
り
と
い
う
。海
川
よ
.

く
開
け
、
東
国
北
国
西
国
の
国
産
を
積
た
る
船
舶
は
こ
と

ご

と

.く

摂

州

兵

摩

の 

律

及

び

大

坂

港

へ

と

群

集

じ

、

每

日

日

和

さ

え

よ

け

；れ

ば

出

入

：す

る

船

舶

：
一
一
十 

余
艘
に
も
及
び
、
日
本
の
国
産
皆
此
両
所
に
群
集
し
、売
買
が
行
わ
れ
、
土
地
が 

殊
に
繁
昌
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
有
力
な
る
商
人
が
.発 

生
し
、.
他
地
方
に
荷
女
送
り
、
お
び
た
だ
し
い
湖
益
を
あ
げ
る
に
至
つ
て
い
る
。

と
れ
に
反
し
て
、
.関
東
及
び
関
東
以
北
の
地
か
は
利
明
に
よ
り
如
何
に
把
握 

さ
れ
た
か
。
'

「

関
東
は
将
i

所
在
の
土
地
な
れ
は
豊
饒
繁
栄
な
る
へ
き
窖
也
、

. 

然
る
に
御
府
内
を
五
里
も
不
離
し
て
大
造
に
亡
所
ぎ
り」

、「

関
東
の
諸
国
は
何 

れ
も
貧
困
に
し
て
大
豪
富
の
商
賈
は
絶
て
有
事
な
し
、
日
本
の
大
都
会
所
在
の 

土
地
な
れ
ば
、
関
東
の
諸
国
こ
そ
左
有
へ
き
辔
成
に
い
づ
れ
も
貧
困
な
る
は
是 

眼
の
附
：

S

所
也」

、「

夫
婦
相
談
合
体
し
て
出
産
の
節
竊
に
敷
潰
し
、
何
か
そ
し 

ら
ぬ
体
に
.す
.る

，を

間

弓

子

と
.い
、ふ
。
関
東
よ
り
奥
现
に
至
石
十
ヶ
国
に
最
多
し 

と
せ
り」

等
と
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
よ
り
み
る
と
、
江
戸
は
大
坂
に
比
し
て
巨 

.富
1

擁
す
る
商
賢
少
な
く
、諸
国
は
貧
し
く
、農
村
に
は
亡
処
が
あ
り
、
餓
死
人 

を
出
し
、
i

子
の
.悪
習
が
公
然
と
行
わ
れ
.て
い
る
。
悲
惨
な
る
農
村
の
事
情 

で

あ

る

。
そ

こ

に

、は

お

び

た

だ

1

い
農
村
人
口 
.

Q

減
少
が
ぅ
れ
え
ら
れ
て
；い
る
。
 

「

関
東
よ
り
奥
羽
迄
”

爱
は
赀
の
何
村
、
か
し
之
は
昔
の
何
鄱
0

内
な
り
な
ど
、
 

是

を

無

村

無

地

高

ど

云

、
就

，
中

奧

評

り

に

も

亡

処

篇

凡

五

都

に

盈

た

'り

、
：
癸

：
 

卯

以

後.三
ヶ
年
議
飢
饉
.に
：
て
、

奥

州

：

1

ダ
国
の
餓
死
人
数
凡
二
百
方
人
余
、：
 

固
よ
り
不
足
な
る
農
民
な
る
に
、
如

レ

此

の

大

造

な

る

餓

死

人

.ゆ

へ

、.
'夥

し

.ぎ 

，亡
処

出

来

せ

り

、

.そ

れ

I

矢

！

f

り
今
に
間
引
子
.

Q
.

悪
俗
止
.ま
ざ
れ
ば
農
民
^

^

 

し
、
終
に
断
絶
の
#

ひ
あ
り」

-
と
い
ぅ
有
様
で
本
つ
た
。
か
が
る
裏
情
は
如
何

'
本
多
利
明
.の
農
政
論 

-

な
る
と
こ
/3
-
.よ
り
発
虫
し
て
来
た
も
の
.
で
あ
る
か
。
.

^
明
の
嚴
べ
る
と
こ
.
ろ
-̂ 

み
よ
う
。「

此
班
屬
何
れ
の
所
よ
り
湧
出
る
と
云
に
、
色
取
検
見
の
定
法
及
ひ 

■
渡
海
の
海
道
に
係
y

也」

と
結
論
し
て
い
る
ご
七
く
，
第

(

は
色
取
検
見
の
定 

法
に
4

る
叹
奪
^

第
一
，
一

は

海

川

の

交

通

困

難

に

よ
る̂

員

を

達
の
不

十

殳、
こ 

の
一
一
点
を
指
摘
し
て

「

い
.
る
。
.

第
一
に
つ
い
て
は
、「

関
東
の
諸
国
は
、
色
取
檢 

見
の
定
法
な
れ
ハ
、
豊
㈣

fp

の

差

別

な

く

^

見

の

定

法

に

縁

て

五

公

五

民

の

取

へ
注一

九)

箇
な
り」

、「

其
虐
制
ど
い
へ
：ば
、-
検
見
舂
法
の
制
度
あ
れ
ば
、
耕
耘
よ
く
し
て 

豊
作
す
る
と
い
へ
ど
も
、
.
検
見
の
節
猾
長
た
る
役
人
来
て
悪
検
見
を
す
る
ゆ 

ベ
、
田
地
に
出
来
の
限
は
皆
取
詰
る
^

り
。」

と
い
う
検
見
舂
法
制
度
の
存
在 

を
、
.
農
村
貧
困
化
の
娘
本
原
因
と
み
て
い
る
。「

豊
作
す
れ
ば
罾
一
に
相
応
し 

多
く
と
ら
れ
ん
意
の
曲
あ
り
て
、
苗
不
足
し
耕
転
疎
妄
な
り
。
是
を
名：

て
荒
し

(

注
ニ 1

)

作
り
と
云」

あ
る
い
は「

必
竟
耕
転
能
、
苗
十
分
に
し
て
豊
作
す
る
は
大
損
な 

り
。
其
年
毎
に
苗
代
程
余
慶
に
損
あ
り
。
夫
よ
り
出
来
次
第
に
荒
し
作
の
方
便

J 
,
 

C

注
.

1!
1
D
.

:

.

芣
多
し
と
い
.
へ
り」

と
い
う
告
白
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、働
き
に
働
き
、農
作
に 

な
れ
ば
な
っ
た
で
、
余
剰
を
残
さ
ず
収
納
せ
し
め
ら
れ
石
.
の
で
あ
る
。
い
ま
そ 

の
ー
例
と
し
_て
、関
西
：の
場
合
_と
同
様
ヒ
、
.「

西

域

物

語

」

：「

河

道」
「

蝦

喪

道

知 

辺
1—

等
の
諸
処
に
記
さ
れ
て
い
る
%•

の
を
あ
^

?

と
、
二
毛
作
の
で
き
ぬ「

片 

作
場」

.

.で
あ
り
、”
田
地
：

r

反

歩

に

：
て

笨

ニ

：石

を

収

獲

す

る

(

生
産
力
の
低
さ)

-

のみであ
-?

て
、V
こ
れ
よ
ひ
、.
一，

石
は
年
貢(：

五公五民)

となり、残りの 

一
：
'
f

り種々
.

の高掛物及̂

6入用釔财し
>

さら.に伝馬夫役を勤める 

ため̂

應
米
は
繁
で
あ

7て、.
常に不足し、へその不足は農外の

_

に
よ
り
償
う
よ
ゲ
努
カ
す
る
汸
、；
.つ
.
い
：
に

が

：な

わ

ず

し

て

、

良

田

畑

と

知

り

：つ

.

,

.
.
.

.

.

.

.

.

■

 

....

• 

- 

: 

K
i
.

 

c

m

A

m
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つ
そ
れ
を
廃
田
と
し
、：
亡
処
と
す
る
の
で
あ
る
。
が

V

て

、

：
関

東

の

諸

国

：
：
は

. 

年
と
共
に
亡
処
が
増
加
し
て
行
く
。
こ
れ
は
農
民
が
過
税
及
び
高
掛
^

:

,
入
用
：
 

伝
馬
夫
役
等
を
逃
れ
、：
そ
れ
を
は
.ぶ
か
：ん
と
す
る
た
め
に
止
む
を
え
ず
し
て
取
，

. 

. 

' 

(

注
—
S

ら
れ
た
手
段
で
.
あ
る
.が
、
'.「

其
実
は
至
極
最
取
の
事
に
て
：不
便
と
云
も
余
り
有」 

と

，い

う

も

の

で
.あ
.る
。
.
こ
.
の
■
よ
う
に「

上
方
中
国
と
表
裏」

し
て
、：
田
地
を
多 

く
所
持
し
て
い
る
亩
姓
ほ
ど
貴
窮
し
て
.行
く
原
因
.は
.
.

「

色
取
見
艰
の
定
法」

'に 

あ

る

た

め

、

「

田

地

少

く

所

持

、せ

ん

事

を

謀

：る

風

俗

な

れ

は

、

：

極

貧

に

困

窮

し

、 

間
引
子
す
る
と
荒
し
作
り
は
痛
根
よ
り
東
諸
国
の
国
為
'な
り」

と
い
う
結
果
と 

な
っ

た

の

で

あ

る

。
?

ー
に
つ
.い
.
て
ー
は
、「

剰
に
船
舶
の
海
氣
及
河
道
悪
敷
、
国 

産

の

渾

送f

:

に
仕
難
き
に
縁
て
貧
国
と
可
成
道
理
明
也」

-:

と
、
関
東
諸
国
；
 

が
衰
微
す
る
根
本
の
原
因
は
、
実

に
-1

東

都

へ

渡

海

の

：海

道

.に

両

所

の

大

難

所 

か
故」

で
あ
る
9

ご
れ
が
利
明
を
し
て
長
器
論
を
書
か
し
め
た
国
内
的
裏
倩
で 

■も
あ
っ
て
.、

よ

く

有

無

相

通

ず

る

，
た

め

の

'
 

運
輸
路
及
び
運
輸
機
関
の
改
良
発 

展
に
遽
.を
向
け
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。
第
三
の
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
る 

こ
と
は
、関
東
地
方
に
お
.け
る
制
根
川
め
.存

在

で

あ

る

。

「

関

東

の

：
国

病

.は

利

服 

川

に

有

、

此

川

の

水

害

は

.霞

ヶ

浦

及

鹿

嶋

入

江

の

大

湖

に

洪

水

湛

溢

て

水

害

と

(

注
二
八

〕

. 

' 

.

.

成

也」

.
と

い

う

。

利

根

川

が

関

東

平

野

に

交

通

の

利

便

を

：与

え

る

も

の

..で

あ

る 

と
共
に
、

一
度
洪
水
至
れ
ば
、
関
東
の
沃
野
は
泥
水
七
化
し
，て
し
ま
う
の
で
あ 

る
。
こ
こ
に
も
関
東
に
お
.け
る
貧
困
の
一
因
を
見
出
し
て
い
る
。
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1
,

ぃ
戦
後
に
於
け
る
我
が
国
の
ア
メ
リ
カ
経
済
史
研
究
は
著
し
い
進
.歩
を
遂
げ 

た
。
そ
め
研
究
め
中
心
は
い
.く
つ
か
^

っ
た
.が
、
特
に
研
究
が
集
中
さ
れ
た
の 

は
産
變
本
の
形
成
過
程
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
点
は
、

一
言
に
し
て
い
え
ば
、
 

ア

‘メ

リ

カ

産
^

^

本
.の
形
成
は
、
ボ
ス
ト
ン
等
.の

大

商

画

本

が「

ボ
ス
ト
ン
，
 

製
造
会
社」

を
始
め
と
す
る「

ゥ
ォ：

ル
サ
ム
型」

_

に
そ
の
資
本
を
再
投
資 

'
し
た
コ
丨
ス
に
求
む
べ
き
か
、：U

ユ
ー
•

イ
ン
グ
ラ
：

X

ド
農
村
の
分
解
の
中
が 

ら
出
て
き
た
農
村
ェ
業
の
自
生
的
展
開
尤
求
む
べ
き
か
、
と
い
う
点
に
あ
：
マ' 

ア
メ
リ
カ
鹿
業
革
命
の
歴
史
的
特
質

た
。
か
の
地
の
研
究
は
素
ょ
り
、
我
が
国
に
於
け
る
諸
研
究
も
、

二
ゝ
ー
ア
シ
ス 

は
様
々
で
あ
る
が
、
大
体
.に
於
て
前
者
を
支
持
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
併 

し
そ
の
方
法
な
り
論
点
な
り
は
様
々
'
で
あ
り
、：

筆
者
に
は
承
服
で
き
ぬ
も
の
も 

.な

.い

わ

げ

で

は

な

：
い

。

.
:
.
: 

.

V

J
こ

で

問
題
点
を
筆
者
な
り

に

整
理
し
て
み

る

'と

こ

う

い

う

事

に

な

る

。

第 

一
に
、
ど
の
産
業
^

2

を

と

り

あ

げ

る

が

。

当

華

ら

基

幹

産

寒

を

と

り

あ

げ
 

る

べ

き

で

あ

り

、
.

毛

織

物

業.'
.特
に
綿

業
と
鉄
工
業
が
そ

れ

で

あ

る

事
は
略

ぐ
 

異
論
.の

な

い

所

で

あ

ろ

う

。

第
二
に
、

.

®

^
本

の

再
投
資
さ
れ
た
部r

は
綿
 

業
に
限
ら
れ
ず
、
至

と

- L
て

投
機
的
部
門
、
例
え
ば
土
地
投
機
、
'
橋
梁
‘
道
路 

及
び
蓮
河
建
設
、
.
保

険

，
銀
行
業
及
び
製
造
業
等
で
あ
0

て
、
㈱

罾

ベ

の

ぼ

罾
 

は
こ
$

0

の
員
お
資
の
中

で

ど

の
程
度
の
.ゥ

H
:

イ

ト

を

も

ち

え

た

の

か

。
 

第
三
に
、
こ
の

商

襲
本

，

の
再
投
資
の
仕
方
は
，
直
接
事
業
に
介
入
す
る
と
い
.

C
4

〕

‘う
古
は
む
し
ろ「

共
同
出
資
者
.\

投
機
業
者
.

地
主
-

貸
金
業
者
•

投
資
家」

.，と

し

て

で

あ

つ

た

の

で

は

女

い

か

？
橥

四

匕

、
：
^

|

^

本

の

刺

戟

の

下

に

行

わ

れ

石

産i

本

の

展

開

を

ど

の

様

に

評

価

し

位

置

づ

け

る

か

。
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